
　　　　　　　提案型地域情報誌   グリーンズ川越87号　2021．11　 ☆  身近な政治を分かりやすく！  ☆

  下のグラフは昨年令和2年度と一昨年令和元度決算の歳入内訳です。

　　　　　令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、国庫支出金（地方公共団体が行う特定の事業に対

　　　して国から交付される給付金）が416億円増加したことにより、前年度比約422億円増の約1547億円と、

　　　過去最大の決算規模となりました。特別定額給付金や医療体制の整備、市民生活・地域経済対策支援など、

　　　主な新型コロナウイルス対策は、この国庫支出金により講じられています。
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　　　　　新型コロナウイルス感染症関連の国庫支出金が大幅に増加したため、自主財源の比率が前年度の61%か

　　　 ら43%まで低下しました。

　　 　　　国や県の財源を活用しながら、市民生活・地域経済・教育活動への支援に重点がおかれています。

　  　★　感染拡大防止対策　：　検査体制の確保、感染症発生動向調査、市の各施設の衛生用品の確保、民間福祉

　　   　　施設への感染症対策経費の補助。　→　　約9億5632万円

　　  ★　地域経済への支援　：　中小企業者事業継続緊急支援金、プレミアム付き商品券の発行。　→　約13億円

　  　★　医療提供体制の整備　：　感染症患者等の入院受入れや検査体制を確保する医療機関等への補助、市内の

　　  　　 医療提供体制を維持する医療機関に対し、事業継続に必要な支援。　→　約7億6948億円

　  　★　市民生活への支援　：　感染症の影響を受けた家計を支援するため、定額給付金など各種給付金・手当の

　　  　　 給付や児童扶養手当受給世帯へのプレミアム商品券の配布。　→　約365億円

　  　★　教育活動への支援　：　感染症の影響下でも学びを保障するための取組として、児童生徒1人1台の情報機

　　  　　 器端末の導入や電子黒板の導入、学校教育活動のための人材の確保等。　→　約15億4587万円
　　　
　　  【小・中学校情報教育推進費】　情報教育関連費全体としては、約21億5539万円と、コロナ禍により国からの

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　財源が想定より前倒しで降りてきたことにより、一気に環境整備が進みました。
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令和2年度一般会計決算
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主な新型コロナウイルス感染症への取組

ユニバーサルデザインフォントを使用しています。

(国や県に依存せず、市

独自に調達できる財源)

(地方交付税等国や県から割り

当てられる収入や地方債など)


